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 要  旨 
本研究ではスタックベース GC の提案とスクリプト言語 Lua における評価をおこなった．スタ

















本研究の提案するスタックベース GC 手法は以下の特徴を持つ． 
・ リージョンの開始と終了をループの開始と終了時に． 
・ 仮想マシンスタックとは別のリージョンスタックによりリージョンを管理 
・ オブジェクトがエスケープした時点で管理をトレーシング GC に移譲し，リージョン内にエス
ケープしたオブジェクトがあっても他のオブジェクトはリージョンスタックにより解放される 
本研究では提案手法を Lua 処理系に実装し，GC 処理時間を最大で 75%程度削減し最大使用メ
モリなどのリソースを抑えることが確認した． 
 
